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「継続企業の前提に関する重要事象等」の記載解消に関するお知らせ 

 

 当社は、本日公表の「2021年12月期第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」において、「継続企業の

前提に関する重要事象等」の記載を解消いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

当社グループは、2020 年 12 月期まで２期連続して営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する当期純

損失を計上したことから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しており

ました。 

しかしながら、当第１四半期連結会計期間においては、ストックビジネスへの収益構造の転換を行い、

抜本的なコストの見直しを図り、継続したコスト削減に取り組んだ結果、営業利益１億 35 百万円、経常

利益１億 60 百万円及び親会社株主に帰属する四半期純利益１億 43 百万円を計上しております。また、当

第 1 四半期連結会計期間末の資金残高は 58 億 57 百万円を確保しており、今後の資金繰りを検討した結

果、当面の事業活動の継続性に懸念はないと判断しております。 

このような状況を総合的に判断した結果、現時点において、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じ

させるような事象又は状況は解消したと判断しております。 

株主、取引先をはじめとする関係者の皆様には、多大なるご心配をおかけしておりましたが、業績の回

復により継続企業の前提に関する重要な疑義の解消にいたりました。今後とも更なる業績及び企業価値の

向上に努めてまいりますので、引き続きご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

  

 

以上 


